
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
杵築市立護江小学校

取組の具体①

思考力・判断力・表現力等の育成

○ 授業改善にむけた全教職員の共通理解 ①
【授業改善テーマ】
「筋道を立てて考え，伝え合う力を育てる授業～算数科を中心にして～」

①筋道を立てて考えるためのキーワードの設定
②筋道を立てて自分の考えを伝え合う場の設定
※授業者は，①②を単元に１回以上設定する。

・  キーワードに着目させたり，切り返しの発問を設定したり
 することで，理由や根拠を添えて自分の考えを表現できる
力の育成をめざす。

・ 説明する際には，「根拠に基づいて説明しよう」シートを活
用させる。

・  ペア活動を日常的に取り入れ，伝え合う機会を多く設定す

る。また，論理的な発言内容でなくても，短い言葉でも自分
の考えを発表することを大切にする。

・  語彙力を豊かにすることを目指した「言葉の宝箱」を日常
 的に活用させる。

取組の具体②

○ 授業改善にむけた全教職員の共通理解 ②

キーワードや伝え合う場の交流

・  単元の中の「思考力，判断力，表現力等」の育成を目指す

授業では，論理的思考を促すための着目点や条件等の
キーワードを「めあて」や「課題」に設定し，学期に１回交流
する。

・  ペアやグループでの伝え合う機会をもつとともに，児童が前

に出て，自分の考えの理由や根拠を図や式等を示しながら
説明する場面を設定する。

各種学力調査の結果分析

・ 各学年の担当が正答率の低かった問題を説明した後，全
 員で問題を解き原因を探る。互いに意見を出し合い，課題
 及び改善策を共通理解して，全職員が当事者意識をもって
 授業に取り組む。



取組の具体③

○ 授業改善にむけた全教職員の共通理解 ③

校内研究会の取組

・ 指導主事に指導助言を頂きながら，授業改善のテーマに
  沿った提案授業を行い事実解釈型での事後研を行う。

・  授業改善のテーマに沿った協議の視点を意識しながら，２色

の付箋（事実：子どもの発言や行動、解釈：事実から言えそう
なことや気づき）を使って各自が意見を出し合う。それらの意
見をもとに各グループで討議をし，討議終了後には各グルー
プの代表が全体の場で発表し、成果と課題を整理しながら今
後の指導の在り方についてまとめる。

【 主な協議の視点 】
・筋道を立てて考えるためのキーワードの設定について
・筋道を立てて自分の考えを伝え合う場の設定について

取組の具体④

○ 授業改善にむけた全教職員の共通理解 ④

互見授業の取組

・  １人１回以上の互見授業を行う。その際，参観した職員は
 授業観察シートを活用し，授業改善のテーマに沿った視点
 で学習過程毎に教師の指導や児童の状況の見取りをする。

・  参観した職員が授業観察シートに各自の見取りやコメント
 を添えて授業者にシートを渡すことで，授業者の授業改善
 につなげる。

・  参観した職員も，日頃はなかなか見ることのできない様々
 な職員の授業を見ることで，自分の授業改善に活かすこと
 ができる。

・  タブレット（ロイロノート）で板書の写真を撮り，板書の交流を
行う。

グループごとに付箋を活用した
事実解釈型での研究協議

青  ：事実（子どもの発言や行動）
ピンク：解釈（事実から言えそうなこと

や気づき）

授業観察シート
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